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下顎安静位において撮影した各被験者につき 3 枚の側方頭部 X線規格写真より求めた。
固有口腔容積は，模型表面を防水処理後，模型に満たした水を計量することにより得た。
-209-
さらに，前記の側方頭部 X線規格写真より得た透写図上で，口腔・顔面構造に関する 31の線的なら
びに角度的計測項目について計測を行った。
前記の舌体積ならびに固有口腔容積の測定法については，それぞれ高い安定性および再現性を有す
ることを確認した口
以上の計測資料をもとに，舌体積と固有口腔容積および口腔・顔面形態との関係について検討を加
え，以下の結果を得た。
1 .舌体積，固有口腔容積，舌占有度のいずれについても，対照群と開校群の平均値聞に有意差を認
めなかった。
2. 対照群および開岐群のそれぞれにわいて，舌体積は固有口腔容積と有意の正の相関を示した。
3. 対照群，開岐群のいずれにおいても，舌体積は口腔底の深さわよび舌骨の口蓋平面に対する垂直
的位置と有意の正の相関を示し 舌体積が舌隣接諸構造の垂直的成分と密接な関連を有することが
示唆された。
4. 開岐群の舌体積は前下顔面高と有意の正の相関を，また上顎中切歯切縁の垂直的位置とは有意の
負の相関を示した。
5. 対照群の舌占有度は口腔・顔面構造に関する計測項目のいずれとも有意の相関を示さなかった。
一方，開日交群では舌占有度が上顎中切歯切縁より口蓋平面にいたる距離， overbite，開岐度，むよ
び、 H-Me間距離と有意の負の相関を，また，前下顔面高と有意の正の相関を示した。
以上，口腔・顔面形態の形成ならびに保全に対する舌の役割について検討を加えた結果，舌と口腔
の聞には密接な体積的対応関係が存在することが明らかとなった。また，前歯部開日交の形成に舌の絶
対的あるいは口腔に対する相対的な大きさの影響が示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究はヒトの舌体積と固有口腔容積を正確に評価する方法を開発し，この方法に基づき，成人女
性を対象として，舌と口腔・顔面構造との関係を検討したものである。
その結果，舌と口腔との聞に密接な体積的対応関係の存在することが明らかとなった。さらに，舌
体積は舌の隣接諸構造の垂直的成分と密接な関連性を有すること また，舌の絶対的あるいは相対的
大きさが前歯部開岐の形成に関与していることが強く示唆された。
本研究で確立された舌体積と固有口腔容積の定量的評価法は極めて独創性に富むものであり，また，
この方法を応用して得られた成績は，従来不明な点の多かった口腔・顔面形態の形成ならびに保全に
対する舌の役割を考える上で注目に値する重要な知見である。従って 本研究は価値ある業績である
と認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得るに充分な資格があると認める。
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